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問題と目的

　近年，居場所という言葉を多くの場面で目にす
るようになっている。そもそも居場所という言葉
が頻繁に使われるようになったのは1980年代後半
の不登校の増加が発端である（西中，2014）。当
時の文部省（1992年）が『登校拒否（不登校）問
題について−児童生徒の「心の居場所」づくりを
目指して−』において，「心の居場所」を「自己
の存在感を実感し精神的に安心していられる場
所」であるとし，学校がその役割を果たすことを
求めた。
　居場所という言葉は「いるところ，いどころ」（広

辞苑第 ₆版，2008）という意味を持つ言葉である。
つまり，本来であれば居場所という言葉は物理的
な空間を表す。しかし，居場所の概念は心理的側
面・物理的側面の二つの側面を含むため（中島ら，
2007），物理的な空間のみを指し示すのではなく，
心理的な意味をもった居場所という言葉が広く用
いられるようになり，「心の」という言葉をつけ
なくとも居場所という言葉が心理的な意味を含有
することは一般的になりつつある（石本・西中，
2016）。そのため，居場所の心理的側面について
の議論が多くなされるようになった。
　今まで，居場所の概念や構造に関する研究が行
われてきている。住田（2003）は「自分のありの

　本研究では，居場所感を「居心地の良さを感じること」と定義して，居場所感の心理的側面に着目した。
そして，居場所感の構造を明らかにし，時間の経過が中学生の居場所感に及ぼす影響について明らかにす
ることを目的とする。その結果，居場所感は「役割」と「規律」の 2つの観点からとらえられることが明
らかになった。尺度作成の過程で除外されたカテゴリーは教師の日々の取り組みによって中学生が既に得
られている感覚であると考えられる。また，「規律」は先行研究では確認されなかった観点であり，教師
が学級の「規律」が守られている環境をつくることで，中学生は身の安全を感じ，安心した生活を送るこ
とができるということが示唆された。さらに，時間の経過とともに居場所感は低下することが示された。
このことは，時間の経過とともに「役割」「規律」に対する意識が中学生に定着し，自覚しづらかったか
らであると推察される。
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ままを受け入れてくれるところ」，「居心地の良い
ところ」，「そこにいるとホッと安心していられる
ところ」と定義づけている。則定（2007）は心理
的居場所を「心の拠り所となる関係性，および，
安心感があり，ありのままの自分を受容される
場」と定義し，心理的居場所があるという感情の
ことを心理的居場所感と定義している。また，心
理的居場所感が「本来感」「役割感」「被受容感」
「安心感」の ₄概念から成ると示唆している。石
本（2010）は居場所を「ありのままでいられるこ
と」と「役に立っていると思えること」という 2
つのキーワードで捉え，「自己有用感」と「本来
感」から構成される居場所感尺度を作成した。大
久保・青柳（2002）は「居心地の良さ」「課題・
目的の存在」「被信感・受容感」「劣等感のなさ」
の ₄下位尺度からなる居場所感尺度を作成してい
る。
　中学生の居場所感と学校生活との関連について
も述べられている。田中・田嶌（2004）は中学生
を対象に，居場所感と学校適応との関連について
検討している。その結果，居場所感の高い群は低
い群と比べ，学校享受合計得点が有意に高い傾向
が示された。このことから，居場所感の高い生徒
は，学校が楽しいと感じており，学校に適応して
いるという可能性が示唆されたとしている。杉
本・庄司（2006a）は中学生を対象に，居場所の
有無と学校適応との関連について検討している。
その結果，居場所がある生徒の方がない生徒より
も学校享受感が有意に高いことが示された。この
ことから，居場所のある生徒の方がない生徒より
も学校享受感が高いことが示されたとしている。
以上のことから，居場所感が高いということは，
充実した学校生活を送るためにも必要なことであ
ることが考えられる。
　また，居場所感の発達的変化についても研究が
行われている。杉本・庄司（2006b）は，小学生，
中学生，高校生を対象に，「自分ひとりの居場所」
「家族のいる居場所」「家族以外の人のいる居場
所」の ₃つの場のどれを居場所だと感じるか学校
段階ごとに検討している。その結果，小学生は，

「家族のいる居場所」を居場所だと感じる子ども
が多く，中学生・高校生と，学校段階が上がるに
つれて「自分ひとりの居場所」「家族以外の人の
いる居場所」を居場所だと感じる子どもが小学生
と比べて増加した。このことから，発達段階によ
り選択される「居場所」は異なってくるという発
達的変化を示した。則定（2008）は，中学生，高
校生，大学・専門学校生を対象に，重要な他者に
対する心理的居場所感の発達的変化について検討
した。その結果，加齢とともに心理的居場所感が
移行することを示した。
　これまでの研究では，発達的変化による居場所
感の推移について述べられている。しかし，中学
校では，年度初めからの時間の経過によって，人
間関係が変化したり，学校行事や定期テストが行
われたり，取り巻く環境は変化し続けている。そ
のような環境の中で生活している生徒の居場所感
は継時的に変化すると考えられる。しかし，居場
所感を継時的な変化を検討した研究は見当たらな
い。
　そこで，本研究では，居場所感を「居心地の良
さを感じること」と定義して，居場所感の心理的
側面に着目する。そして，居場所感の構造を明ら
かにし，時間の経過が中学生の居場所感に及ぼす
影響について明らかにすることを目的とする。そ
のために，以下の 2つの方法でアプローチを試み
る。 ₁つ目は，中学生が居心地が良いと感じる項
目を収集して居場所感尺度を作成すること。 2つ
目は，中学生の居場所感が継時的にどのような変
化をしているのか明らかにすること。ここで明ら
かになった知見は，生徒が居場所感を得ることの
できる学級経営を行うための一知見として，不登
校問題や学校適応向上等の一助になるのではない
だろうか。

研究 1－①　居場所感暫定尺度の作成

目的

　居心地が良いと感じる項目の収集と検討を行
い，居場所感暫定尺度を作成する。
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方法

　調査対象者　公立中学校の生徒29名と教師25名
を対象として実施した。教師には，カテゴリー作
成にあたって，生徒がイメージしているものを言
語化するための参考にするために回答を求めた。
　実施日　調査は2017年 ₃ 月に実施した。
調査手続き　
₁　生徒を対象とした質問紙　質問紙を学級担任
を通して調査対象者全員に配り，一斉に実施した。
2　教師を対象とした質問紙　質問紙を副校長を
通して調査対象者全員に配り，提出期限を設定し
て，回答を得た。
　倫理的配慮　調査は無記名であること，成績に
は関係がないこと，得られたデータは調査以外の
目的で使用しないことなどを紙面に明記した。
　調査材料　生徒と教師ともに自由記述による回
答とした質問紙を用いた。質問内容についてはそ
れぞれ以下の通りである。
₁　生徒を対象とした質問紙　「あなたが，学級
にいて『居心地が良いなあ』と思うのはどのよう
な時ですか。」と尋ねた。その際，回答数に制限
を設けない，もしくは，回答数を少数に制限して
しまうと，回答が被ってしまったり，ありふれた
ものになってしまったりと，生徒が感じている居
心地の良さの本質に迫れないのではないかという
ことを考慮し， ₅個の回答を求めた。回答数は，
小学校教職経験のある現職院生 ₁名と中学校教職
経験のある現職員生 2名から助言を受けて設定し
た。なお，「みんなで協力して活動している時」，「失
敗しても励ましてくれる時」の例示を付した。
2　教師を対象とした質問紙　「生徒が学級内で
居心地の良いと感じる時は，どのような時だと思
いますか。」と尋ねた。その際，回答数を制限せ
ずとも，多くの解答を得ることができると判断し
たため，回答数の制限を設けずに，できるだけ多
くの回答を求めた。なお，「みんなで協力して活
動している姿が見られる時」，「失敗しても周りが
励ましている姿が見られる時」の例示を付した。
結果と考察

　質問紙の回答について，生徒と教師ごとにカテ

ゴリーを作成した。その際，物理的な場所や特定
の場面について回答したもの（例えば，教室が温
かい時，部活動をしている時など）については，
心理的側面について検討する本研究の目的とは異
なるため除外した。その結果，「協力」「自然体」
「安心」「役割」「規律」「一体感」「被受容」の 7
つのカテゴリーを想定し，35項目を選定した。ま
た，選定は，中学校教職経験のある現職院生 2名
と学卒院生 2名の合計 ₄名で行い，妥当性の確保
を図った。
　この結果から，中学生が居心地の良さを感じる
ためには，学級の規範意識や協力意識が高くて団
結していたり，力を抜いてリラックスしたりする
ことができると感じることが必要であることが推
察される。
　以上のことから，自由記述による項目の収集の
結果， 7つのカテゴリー，35項目からなる居場所
感暫定尺度を作成した。

研究 1－②　居場所感尺度の作成

目的

　研究 ₁−①で作成した居場所感暫定尺度の因子
構造を検討して居場所感尺度を作成する。
方法

　調査対象者　研究 ₁−①と同様の中学校の生徒
277名を対象として実施した。
　実施日　調査は2017年 ₅月22日（以下，Time ₁）
に実施した。
　調査手続き　質問紙を担任の先生を通して調査
対象者全員に配り，クラス単位で一斉に実施した。
　倫理的配慮　研究 ₁−①と同様の倫理的配慮を
行った。また，継時的な変化を調査する際にデー
タを照合するため，学年，学級，出席番号，性別
の記入を求めた。
　調査材料　以下の ₁と 2より構成された質問紙
を用いた。
₁　研究 ₁−①で作成した居場所感暫定尺度につ
いて「全く思わない（ ₁）」～「とても思う（ ₅）」
の ₅件法で回答を求めた。
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2 　「学校生活の中で，居心地が良いと感じる時
はどういう時ですか。自由に記述してください。」
と尋ね，自由記述の回答を求めた。これは，得ら
れたデータを本研究で用いることが目的ではな
く，仮に ₁の結果が悪くても，肯定的なことを想
起できるようにという生徒の安全面の確保を目的
として付け加えた。
結果と考察　

　無回答項目のある調査対象者はいなかったた
め，277名すべてを有効回答とした。
1 ．居場所感の構造　調査に使用した質問35項目
がどのような構造になるのか検討するために因子
分析を行った。因子分析の前に，各項目の平均値，
標準偏差を算出し，天井効果が見られた26項目を
削除し， ₉項目で因子分析（最尤法，プロマック
ス回転法）を行った。初期の固有値は順に5.32，
1.23であり，第 2因子までの回転前の累積寄与率
は72.73%であったので，これらを手掛かりに 2
因子を抽出し，各因子の項目数を ₄項目ずつに揃
えた。 ₈項目で再び因子分析を行い，同様の構造
であることが確認された。また， 2つの因子の因
子間相関は .628であった。そのプロマックス回転
後の因子パターンを Table ₁ に示した。

　第 ₁因子は，「自分にしかできない役割がある」
等から構成され，役割に関連する項目が含まれて
いたため， ₄項目からなる「役割」と命名した。
第 2因子は，「授業の規律が守られている」等か
ら構成され，規律に関連する項目が含まれていた
ため， ₄項目からなる「規律」と命名した。
　研究 ₁−①において， 7カテゴリーを想定した
が，因子分析の結果では， 2因子構造となった。
項目を比較すると，「役割」「規律」ともに，研究
₁−①で想定した通りとなった。また，今回の結
果と他の居場所感尺度の因子を比べると，「役割」
は，「役割感」（則定，2007）や「自己有用感」（石
本，2010）との対応が見られた。しかし，「規律」
は先行研究では見当たらない。これは，研究 ₁−
①において，学級内における居心地の良さについ
て問うているため，規律を重んじる学校の文化が
表出したものだと考えられる。このことから，中
学生は学級の規則が守られていることで，生徒は
身の安全を感じ，居心地の良さを感じるのではな
いかと推察される。また， 2つの因子を揃えるた
めに除外した ₁つの項目以外は，天井効果が見ら
れた。つまり，想定していた「協力」「自然体」「安
心」「一体感」「被受容」は除外された。このこと
から，除外されたカテゴリーに関する感覚という
のは，中学生が既に得ているものであったと推察
される。先行研究では，これらのカテゴリーが因
子として組み込まれている居場所感尺度が多く存
在し，それらとは今回の結果は異なるものとなっ
た。これまでの居場所感尺度では，総じてリラッ
クスできたり，楽しく生活出来たりといった意味
を含んだ因子によって構成されていた。しかし，
中学生が居場所感を得るということは，それらだ
けで成り立つのではなく，学級が「規律」に守ら
れていることで，生徒は身の安全を感じるという
ことが，居場所感を得るための重要な要因である
ことが示された。
　これらの結果から，中学生における居場所感と
は，学級内での自分の役割が確立し，学級の役に
立っていると感じる「役割」と，学級内の規律が
守られ，正しいことが評価されていると感じる「規

Table 1 　居場所感尺度の因子分析の結果と
下位尺度構成
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律」という 2つの観点で捉えられることが明らか
になった。
2 ．信頼性の検討　居場所感尺度の内的整合性を
確認するため，各下位尺度について Cronbachの
α係数を算出した。その結果，第 ₁因子は .907，
第 2因子は .843であり，高い値を示した。そのた
め，内的整合性が確認されたと言えよう。また，
下位尺度間相関を算出したところ .565であり，有
意な中程度の正の相関を示した。

研究 2　居場所感の継時的変化の検討

目的

　研究 ₁で作成した居場所感尺度を用いて，中学
生の学級における居場所感が継時的にどのような
変化をしているのか明らかにする。
方法

　調査対象者　研究 ₁−①と同様の中学校の生徒
177名を対象として実施した。
　実施日　2017年 7 月20日（以下，Time 2 ），10
月24日（以下，Time ₃ ）に実施した。
　調査手続き　質問紙を学級担任を通して調査対
象者全員に配り，クラス単位で一斉に実施した。
　倫理的配慮　研究 ₁−②と同様の倫理的配慮を

行った。
　調査材料　研究 ₁で作成した居場所感尺度の質
問紙を用いた。
結果　
　計 ₃回の調査のうち，無回答項目があった10名
を調査対象者として除外し，167名（ ₁学年80名，
₃学年87名）を有効回答とした。
　居場所感の継時的な変化を検討するため，研究
₁で作成した居場所感尺度の各下位尺度得点を従
属変数とした，学級（A～ F学級）×時期（Time ₁
～ ₃ ）の分散分析を「役割」「規律」それぞれ行っ
た。各学級における ₃時点での各下位尺度得点の
平均値と標準偏差を Table 2 に示した。また、各
学級における各下位尺度得点の変化を Figure ₁ ～
₆ に示した。
1 ．「役割」による居場所感について　分析の結
果，交互作用が有意傾向であった（F（10，322）
＝1.69，p<.10，η2＝ .050）。そこで，水準ごと
の単純主効果を検定した。その結果，B・E学
級においては，時期の要因が有意で，Time ₁ が
Time 2 ，Time ₃ よりも高く（MSe＝5.30，p＜ .05），
Time 2 と Time ₃ では差がなかった。また，D学
級においては，時期の要因が有意で，Time ₁ ，
Time 2 がTime ₃ よりも高く（MSe＝5.30，p＜ .05），

Table 2 　各学級における 3時点での下位尺度得点の平均値と標準偏差
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Figure １ 　A学級における各下位尺度 Figure ２ 　B学級における各下位尺度得点の
平均値の変化

Figure ３ 　C学級における各下位尺度得点の
平均値の変化

Figure ５ 　E学級における各下位尺度得点の
平均値の変化

Figure ４ 　D学級における各下位尺度得点の
平均値の変化

Figure ６ 　F学級における各下位尺度得点の
平均値の変化
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Time ₁ と Time 2 では差がなかった。A・C・F学
級においては，有意な差が見られなかった。
2 ．「規律」による居場所感について　分析の結
果，交互作用が有意であった（F（10，322）＝
2.58，p<.01，η2＝ .074）。そこで，水準ごとの
単純主効果を検定した。その結果，B・D・E・F

学級においては，時期の要因が有意で，Time ₁ が
Time 2 ，Time ₃ よりも高く（MSe＝4.35，p＜ .05），
Time 2 と Time ₃ では差がなかった。また，C学
級においては，時期の要因が有意で，Time ₁ ，
Time 2 がTime ₃ よりも高く（MSe＝4.35，p＜ .05），
Time ₁ と Time 2 では差がなかった。A学級にお
いては，有意な差が見られなかった。
考察

　居場所感は，すべての学級で Time ₁ が一番高
い値を示している。このことから，年度初めは新
年度を迎えるにあたり，緊張感があったり気を引
き締めなおしたりするため，どの学級でも居場所
感が一番高くなることが考えられる。また，居場
所感の継時的な変化のパターンとして，以下の ₃
つのパターンが示された。 ₁つ目は，Time ₁ が
Time 2 より高く，Time 2 と Time ₃ との間に差が
ないパターン。 2つ目は，Time ₁ と Time 2 との
間に差がなく，Time 2 が Time ₃ より高いパター
ン。 ₃つ目は，継時的に変化しないパターンであ
る。さらに，居場所感が高くなった学級は ₁つも
なかった。このことは，時間の経過とともに「役割」
「規律」に対する意識が中学生に定着し，自覚し
づらかったからであると推察される。 

総合的な考察

本研究の成果　

　本研究では，居場所感の構造を明らかにし，時
間の経過が中学生の居場所感に及ぼす影響につい
て明らかにすることを目的とした。 

　その結果，居場所感尺度は「役割」と「規律」
という 2つの観点からとらえられることが明らか
になった。先行研究で作成された居場所感尺度と
比べてみると「役割」では，則定（2007）の「役

割」や石本（2010）の「自己有用感」と対応が見
られた。学級という集団は中学生が自らの意思で
組織化した集団ではなく，他者によって組織化さ
れた集団である。そのため，中学生一人ひとりが
その学級で機能する役割を与えることが必要なの
ではないかと考えられる。つまり，中学生が学級
にいて良いという正当性を与えることが重要であ
ると推察される。
　しかし，「規律」に対応する先行研究は見当た
らず，本研究によって明らかになった新たな知見
と言えるだろう。天井効果によって除外されたカ
テゴリーを見てみると，「自然体」は，則定（2007）
の「本来感」や石本（2010）の「自己有用感」，「安心」
は則定（2007）の「安心感」，「被受容」は則定（2007）
の「被受容」との対応がそれぞれ見られた。また，
「協力」「自然体」「安心」「一体感」「被受容」は，
大久保・青柳（2002）の「居心地の良さの感覚」
との対応が見られた。これらは居場所感を構成す
る因子である可能性は排除できないが，天井効果
が見られたことから，これまでの教師の取り組み
によって，多くの中学生は既に得られている感覚
であることが考えられる。つまり，中学生が居場
所感を得るために教師ができることは，リラック
スさせたり，楽しく生活させたりすることだけで
はなく，学級の「規律」が守られている環境をつ
くることで，中学生が身の安全を感じ，安心した
生活を送ることができるということが示された。
大西ら（2009）の小学生・中学生を対象にした研
究によると，学級のいじめに否定的な集団規範へ
の意識（本研究における「規律」に対応）を高く
もつことが，いじめの加害傾向を低減させると述
べている。つまり，規律が守られていると感じら
れていることが，いじめの加害者になり得る可能
性を低下させているということである。また，川
越・山中（2007）は学級経営について「担任教師が，
学級集団に（自らのもつ何らかの価値の実現に向
けた）規範・ルールを構築し，浸透させていく取
り組み」と定義していることから，学級担任が「規
律」を守れる学級を作るということは，学級経営
を行うことに近い意味を持つと考えられる。さら
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に，山中（2009）は問題事象の発生が担任教師の
学級経営に依存しているとしている。これらのこ
とから，いじめ等の諸問題を防ぐためには，「規律」
が守られていると感じることが必要であり，中学
生が居場所感を得られているということは学級経
営が上手く機能していることを示していると考え
られる。
　また， ₃回にわたる継時的な調査の結果から，
中学生における居場所感は継時的に変化するとい
うことが明らかとなった。つまり，時間の経過は
居場所感に影響を与えるものであることが示され
た。これは，時間の経過とともに「役割」「規律」
に対する意識が中学生に定着し，自覚しづらかっ
たため，居場所感が低下したのだと推察される。 

今までの先行研究では，一時点のみを抽出した居
場所感による検討しかなされてこなかったため，
時間とともに居場所感は変化するという前提のも
と教師は学級経営していく必要があるのではない
かと考えられる。
　以上のことから，居場所感の構造として明らか
になった「役割」「規律」は，中学生が常に自覚
し続けなくてはならないものではなく，学級経営
における観点として教師が意識していなければな
らないことであることが推察される。中学生が学
級内において「役割」を自覚し，「規律」を守る
環境をつくりだすことが学級担任のスキルとして
求められていることであり，学級によって差が出
るところである。よって，教師が「役割」「規律」
の観点をもった学級経営を行うことで，中学生が
居場所感を得ることができるのだと考えられる。
本研究の課題

　本研究での課題は ₃点挙げられる。第 ₁に，尺
度作成において再検査法を行い，今回作成した尺
度の安定性を確認することである。それにより，
信頼性の高いデータを収集することができたので
はないかと考える。第 2に，継時的な変化を検討
するため， ₅～10月にかけて， ₃回にわたる質問
紙を用いた調査を行った。しかし，今回得られた
データは学校現場における 2学期までのデータで
あるため，今後は， ₁年を通した調査が必要であ

ると考えられる。第 ₃に，居場所感が継時的に変
化した要因の探索・検証である。どのような要因
で居場所感が継時的に変化したのかを探索し，ど
のような効果があるのか検証することで，学級経
営に生かされる知見が得られるのではないかと考
える。
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